
Bridging the gap between science and application : 研究と現場の橋渡し役として 

 

NSCA ジャパン 活動実績 

 

実施年月日 ２０１５年３月７日（土曜日） 

事業名 

NSCA ジャパン・日本健康運動指導士会 第 3 回合同学術大会 

『身体活動量の向上と運動習慣化のための指導方法について～“運動指導者として最善を尽く

す”とは～』 

共催 （NPO）日本健康運動指導士会 

後援 

厚生労働省、経済産業省、公益財団法人健康・体力づくり事業財団、健康日本 21 推進全国連絡

協議会、公益社団法人日本フィットネス協会、公益財団法人体力つくり指導協会、特定非営利活

動法人日本介護予防協会 

会場 アバンティ響都ホール （京都府京都市） 

講演者 

小野寺 昇 （川崎医療福祉大学教授） 

平瀬 正典 （テンプスタッフライフサポート（株））・実演：LinQ 

北川 智之 （NTT 西日本 九州事業本部 アライアンス推進部） 

大西 史晃 （聖カタリナ大学 人間健康福祉学部講師, CSCS,*D, NSCA-CPT,*D） 

青木 達 （龍谷大学スポーツ文化活動強化センターS&C コーチ, CSCS, 認定検定員） 

伊藤 由紀 （新潟大学大学院, CSCS, 健康運動指導士） 

開催趣旨 

健康長寿社会を実現していくために、運動の専門家である運動指導者が担う使命ついて、専門分 

野の講師を招聘し講演を行なった。また実際の指導事例発表を通じて情報共有と啓蒙を行なっ

た。 

来場者 約１５０名 


